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７－１－７：保守不良による事故
〔事　例〕

①　グランドからのもれ
アンモニア合成工場でガス圧縮機の運転を再開したとたんにクランクケース内で爆発が起こり、ケースカバーが吹きとんで死傷者をだした。

原因はピストンのグランド部からもれがあったものと考えられ、これがケース内にたまって爆鳴ガスを生成し、起動時の電動機の火花から引火したものと思われる。保守点検不良によって起こったものである。（○○県、△△社：１９□□年；死者１名、負傷者１名）

②　バルブのつまり
ＬＰガス水洗用ポンプの吸い込み弁弁座に鉄くずが入っていたため、弁の閉止が完全にいかず、それからもれたガスが冷却水配管中に逆流して、加熱炉前にある循環水ポンプの冷却管まで流れ込み、排水溝に侵入して加熱炉のバーナーに引火して火災となった。（○○県、△△社：１９□□年；火傷者１名、損害４７２万円）
















































